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町
の
ご
み
は
今 
〜
平
成
二
十
年
度
ご
み
デ
ー
タ
〜

問
合
せ　

環
境
課
�
内
線
四
五
一

◆
二
年
連
続
前
年
比
十
％
減
！

　

町
の
平
成
二
十
年
度
の
ご
み
と
資
源
物

の
総
量
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
前
年
比
で

約
十
％
減
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
収
量
の
内
訳
（
表
１
参
照
）
を
見
る

と
、
可
燃
ご
み
が
約
十
％
減
少
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
四
％
減
少
、
粗
大
ご
み
が

十
五
％
減
少
し
、
逆
に
不
燃
ご
み
が
三
％

増
加
、資
源
物
は
四
十
％
増
え
て
い
ま
す
。

◆
資
源
化
率
は
二
十
四
％
に

　

処
理
別
に
見
る
と
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）、

焼
却
は
七
十
一
％
、
埋
立
は
五
％
、
資
源

化
は
二
十
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
は
、
焼
却
が
七
十
八

％
、
埋
立
が
四
％
、
資
源
化
が
十
八
％
で

し
た
の
で
、
焼
却
の
割
合
が
減
り
、
そ
の

分
資
源
化
が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

◆
減
量
の
要
因
は
？

　

平
成
二
十
年
度
に
は
、
事
業
系
の
植
木

剪
定
枝
の
資
源
化
が
本
格
化
し
、
資
源
化

量
が
前
年
比
の
八
倍
に
な
り
、
可
燃
ご
み

の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
分
別
ご
協
力

に
よ
り
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
処
理
量

も
十
九
％
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
み
処
理
費
は
ほ
ぼ
同
水
準

　

平
成
二
十
年
度
の
ご
み
処
理
費
総
額

は
、
約
九
億
二
千
万
円
と
な
り
、
前
年
の

約
九
億
一
千
万
円
と
比
べ
ほ
ぼ
同
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
当
り
に
換
算
す
る
と
、
約
二
万
八

千
円
と
な
り
、
平
成
十
七
年
度
、
十
八
年

度
ま
で
三
万
円
台
だ
っ
た
の
に
対
し
、
引

き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
を
見
る
と
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
理
費
削
減
に
取
組
み
、
約
三
十
％
の
節

減
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
焼

却
炉
の
大
規
模
な
補
修
工
事
を
行
っ
た
こ

と
で
、
全
体
的
な
費
用
は
同
水
準
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
み
処
理

費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
容
プ
ラ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別

六
百
万
円
の
還
付
金
が
決
定

　

平
成
二
十
年
四
月
の
容
器
リ
サ
イ
ク
ル

法
改
正
に
伴
い
、
分
別
収
集
さ
れ
た
容
器

包
装
の
品
質
等
に
基
づ
い
て
、
事
業
者
の

拠
出
金
の
一
部
が
市
町
村
へ
還
付
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

葉
山
町
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

度
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類（
容
プ
ラ
）の
品
質
等
が
評
価

さ
れ
、
約
六
百
万
円
の
還
付
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
ス
プ

レ
ー
缶
、ラ
イ
タ
ー
、か
み
そ
り
の
混
入
や
、

汚
れ
の
落
ち
て
い
な
い
容
プ
ラ
の
混
入
が

み
ら
れ
、受
入
れ
拒
否
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

処理量の推移�
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▼グラフ１

対前年比Ｈ　２０Ｈ　１９Ｈ　１８年　　　　　度

１．０％３２，２３４３１，９１９３１，７１１人口（人）

２．３％１２，５２５１２，２３９１２，０２３世帯（世帯）

－９．６％７，６１５８，４２２９，６９３可燃ごみ（ｔ）

２．５％８８５８６３９０４不燃ごみ（ｔ）

－３．９％７７１８０２１，０９３プラスチックごみ（ｔ）

－１５．４％１５０１７７１６８粗大ごみ（ｔ）

４０．５％２，３１１１，６４５１，４２７資源物（ｔ）

－９．４％２９３２４９リサイクル法廃家電（ｔ）

－１．５％１１，７６０１１，９４１１３，３３４合計（ｔ）

－２．５％１，０００１，０２５１，１５２ひとり１日あたり排出量（ｇ）

▼表１



３

特　

集

容プラには
入れないで！

分別収集した容プラに以下のような危
険物が混入していることがあります。
非常に危険ですので、入れないように
してください。

はさみ スプレー缶

カッター かみそり ライター

野生生物（外来生物）に注意！ 問合せ　環境課�内線４５３

　寒くなって野山に餌が少なくなると、野生生物が民家周辺に出没し、被害が多くなります。くれぐれも餌
や住居を提供しないように注意してください。来年の被害を防ぐためには、この時期の対応が肝心です。
※餌付けをすると生態系のバランスが崩れ、被害の拡大や、新たな被害を招くことになります。トビ・ハト・
野良ネコなどにも餌を与えないでください。

 タイワンリス
　タイワンリスは餌場を共有する性質があり、熟した果実などは一斉に襲われ
てしまいます。ミカンなどの果樹が狙われ始めたら、食べられる前に収穫して
ください。傷のついたものや食べない果実・野菜も放置（餌を与えているのと
同じことになります）しないで、コンポスターなどで処理してください。
　また捕獲する場合は、収穫したあとに 檻 を設置すると効果的です。

おり

 アライグマ
　アライグマは繁殖の時期を迎え、メスは出産に適した場所を探します。アラ
イグマが家屋に侵入すると、清掃・消毒などに莫大な費用がかかります。また
感染症を媒介する危険もあります。屋根裏・物置などへの侵入を防ぐため、穴
などをふさいでください。
またオスはメスを探して歩き回るので、捕獲の機会も増えます。

 一斉捕獲について
　１～２月に三浦半島地域の市町で外来生物の一斉捕獲を実施します。葉山
町でも捕獲強化期間としますので、捕獲を休止している方や、まだ捕獲をして
いない方も、ご協力ください。

アライグマの足跡
ヒトのような５本の指が

あり、壁や柱に登るとき

には４� ほどの引っかき

傷がつきます。

知って
�

ますか
？�
ミックスペーパーの�
収集は週１回です！�

　ミックスペーパーの収集は、平成１９
年度より週１回になっているのをご存
じですか？�
　収集日は地区によって異なるので、
お住まいの地区の収集日をご確認くだ
さい。�

＊月・火に出された場合は、せっか
く分けていただいていても可燃ごみ
扱いとなってしまいますのでご注意
ください。�

ミックスペーパー�
木曜日�

ミックスペーパー�
金曜日�

可燃ごみ収集が�
月・木の地区�

可燃ごみ収集が�
火・金の地区�
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国際ヨット大会で見事、金メダル
～逗子開成高３年、下平・市川君のペア～

トーク広場
第56回

町
長 語 ると

　

こ
の
夏
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
北
部
に

あ
る
湖
で
開
か
れ
た
「
２
０
０
９
年
国
際

Ｆ
Ｊ
級
ヨ
ッ
ト
選
手
権
」。
世
界
八
か
国

か
ら
五
十
六
艇
が
参
加
し
た
こ
の
大
会

で
、
逗
子
開
成
高
校
の
ヨ
ッ
ト
チ
ー
ム
が

見
事
、
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
に
出
場
し
た
の
は
、
葉
山
（
一

色
）
の
下
平
悠
夏
さ
ん
と
平
塚
在
住
の
市

川
拓
海
さ
ん
の
三
年
生
ペ
ア
。
今
は
受
験

勉
強
に
忙
し
い
お
二
人
と
ヨ
ッ
ト
部
顧
問

の
内
田
伸
一
先
生
に
、
大
会
の
様
子
や

ヨ
ッ
ト
の
魅
力
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

�
町
長　

ま
ず
は
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
逗
子
開
成
高
の
ヨ
ッ
ト
部
始
ま
っ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
以
来
の
快
挙
だ
そ
う
で
す
ね
。

内
田　

え
え
。
本
校
の
ヨ
ッ
ト
部
は
六
〇

年
の
歴
史
が
あ
り
、
世
界
選
手
権
に
は
何

度
か
出
場
し
て
い
ま
す
が
、
優
勝
は
今
回

が
初
め
て
で
す
。

町
長　

お
二
人
は
何
が
き
っ
か
け
で
、

ヨ
ッ
ト
を
始
め
た
の
で
す
か
。

下
平　

僕
が
ヨ
ッ
ト
に
出
合
っ
た
の
は
小

学
三
年
生
の
時
。
父
親
と
町
内
を
歩
い
て

い
て
、葉
山
町
ヨ
ッ
ト
協
会（
現
在
は
セ
ー

リ
ン
グ
協
会
）
の
募
集
案
内
を
見
か
け
、

「
面
白
そ
う
」と
す
ぐ
に
入
会
し
ま
し
た
。

市
川　

僕
は
自
分
を
鍛
え
よ
う
と
思
い
、

逗
子
開
成
中
学
の
二
年
生
の
時
に
、
ヨ
ッ

ト
部
に
入
り
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト
は
初
め
て

で
し
た
が
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
な
い
魅

力
に
ひ
か
れ
、
高
校
に
進
ん
で
も
、
ず
っ

と
続
け
て
き
ま
し
た
。

町
長　

ヨ
ッ
ト
の
一
番
の
魅
力
っ
て
、
何

で
す
か
。

下
平　

風
や
潮
の
流
れ
を
読
み
な
が
ら
、

大
海
原
を
疾
走
す
る
爽
快
感
。
レ
ー
ス
に

な
る
と
、
相
手
と
の
駆
け
引
き
や
練
習
で

は
味
わ
え
な
い
緊
迫
感
も
加
わ
り
、
体
中

が
熱
く
な
り
ま
す
。

市
川　

気
ま
ぐ
れ
な
風
や
波
が
相
手
で
す

か
ら
、
臨
機
応
変
さ
や
素
早
い
決
断
力
が

要
求
さ
れ
る
。
奥
が
深
く
て
、
と
て
も
魅

力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

町
長　

ふ
だ
ん
の
練
習
は
、
ど
こ
で
し
て

い
る
の
で
す
か
。

内
田　

葉
山
沖
の
相
模
湾
で
す
。
平
日
の

練
習
は
週
二
日
で
、
放
課
後
の
三
時
半
か

ら
二
時
間
く
ら
い
。
た
だ
週
末
の
土
、
日

曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
夕
方
ま
で
、
み
っ

ち
り
練
習
し
ま
す
。

町
長　

練
習
は
厳
し
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

市
川　

は
い
。練
習
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
、か
な
り
体
力
を
消
耗
し
ま
す
。

内
田　

練
習
が
き
つ
い
と
感
じ
る
の
は
、

き
っ
と
私
の
せ
い
で
す
。
生
徒
た
ち
に
言

わ
せ
る
と
、
相
当
に
厳
し
く
指
導
し
て
い

る
み
た
い
で
す
か
ら
。

町
長　

鬼
コ
ー
チ
で
す
か
？

内
田　

そ
う
み
た
い
で
す
（
笑
）。

町
長　

と
こ
ろ
で
、
世
界
大
会
の
様
子
を

聞
か
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
レ
ー
ス
会

場
は
海
で
は
な
く
、
湖
だ
っ
た
そ
う
で
す

ね
。

下
平　

イ
セ
オ
湖
と
言
っ
て
、
山
に
囲
ま

れ
た
比
較
的
小
さ
な
湖
で
す
。
ふ
だ
ん
練

習
し
て
い
る
海
と
は
勝
手
が
違
い
、
最
初

は
ず
い
ぶ
ん
戸
惑
い
ま
し
た
。

市
川　

大
き
な
波
が
な
か
っ
た
の
は
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
風
が
ク
ル
ク
ル
と
複

雑
に
変
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
的
確
に
風

を
読
む
の
が
大
変
で
し
た
。

町
長　

そ
れ
で
も
優
勝
で
き
た
わ
け
で
す

よ
ね
。
一
番
の
勝
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

下
平　

最
後
は
気
力
の
勝
負
と
考
え
て
い

た
の
で
、「
絶
対
に
勝
つ
」
と
い
う
強
い
気

持
ち
を
最
後
ま
で
切
ら
さ
な
か
っ
た
こ

と
。
そ
れ
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

町
長　

ふ
た
り
の
息
も
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

内
田　

そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
下
平
君

は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
す
ぐ
れ
、
市
川
君
は

明
る
く
、
粘
り
強
い
。
両
方
の
性
格
が
う

ま
く
か
み
合
い
、
最
高
の
結
果
に
つ
な

が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

町
長　

葉
山
は
ヨ
ッ
ト
発
祥
の
地
で
す
。

そ
こ
の
海
で
練
習
に
励
ん
で
き
た
地
元
の

高
校
生
が
、
世
界
の
レ
ー
ス
で
優
勝
し
、

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

与
え
る
ヨ
ッ
ト
マ
ン
と
し
て
頑
張
っ
て
下

さ
い
。



５

お
知
ら
せ

人
と
人
と
の
絆
を
未
来
へ
つ
な
ぐ 

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
や
家
族
の
絆

を
い
か
に
未
来
へ
つ
な
げ
て
問
題
解
決
す

る
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容

を
よ
く
う
か
が
い
、
当
事
者
双
方
の
関
係

を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
、
専
門
窓
口
を
紹

介
す
る
な
ど
の
助
言
を
し
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
相
談
の
つ
も
り
で
、
悩
み
や
困

り
ご
と
相
談
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
町
で
も
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
が
、
毎
月
第
二
火
曜
日

に
、
家
庭
内
や
、
隣
人
と
の
も
め
ご
と
、

借
地
、
借
家
、
相
続
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
委
員
の
自
宅
で
も
随
時

電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
特
設
相
談

日
時　

十
二
月
八
日
（
火
）

　
　
　

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

場
所　

役
場
二
階　
　

二－

一
会
議
室

◆
同
時
に
行
う
行
政
相
談
で
は
国
の
業
務

（
年
金
、
郵
政
な
ど
）
に
関
し
て
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

葉
山
町
人
権
擁
護
委
員

横
田　

昌
和
（
上
山
口
）

電
話　

八
七
八－

七
七
七
七

本
多　

清
法
（
一
色
）

電
話　

八
七
五－

三
五
三
一

永
田　

和
子
（
下
山
口
）

電
話　

八
七
五－

一
〇
七
九

中
村　

欣
司
（
堀
内
）

電
話　

八
七
五－

一
六
一
六

秋
山　

満
江
（
長
柄
）

育
て
の
課
題
に
つ
い
て
も
様
々
な
示
唆
を

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

併
せ
て
、
今
年
の
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の
賞
状
授
与
・
作

文
朗
読
も
行
わ
れ
ま
す
。

※
手
話
通
訳
あ
り

日
時　

十
二
月
十
二
日
（
土
）
十
四
時
〜

十
六
時

場
所　

福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

　

役
場
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

八
十
人

申
込　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
氏
名
、

連
絡
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
�
七
二
三
〇

入
賞
者

銀
賞　

葉
山
中
三
年

野
村　

力

「
ジ
ン
ケ
ン
」
と
「
サ
ベ
ツ
」

銅
賞　

葉
山
中
三
年

�
田　

葵

　

「
私
を
支
え
て
く
れ
る
人
」

銅
賞　

南
郷
中
三
年片

山
紗
也
佳

　

「
障
害
者
と
は
」

電
話　

八
七
五－

六
七
一
八

有
友　

光
代
（
堀
内
）

電
話　

八
七
五－

〇
五
〇
七

山
藤　

英
昭
（
長
柄
）

電
話　

八
七
五－

五
四
九
四

�
�
か
ほ
る
（
木
古
庭
）

電
話　

八
七
八－

九
三
〇
一

問
合
せ　

町
民
サ
ー
ビ
ス
課
�
内
線
二
〇
六

子
ど
も
と
人
権 

〜
人
権
を
考
え
る
集
い
〜

　

記
者
と
し
て
中
学
生
の
ホ
ー
ム
レ
ス
襲

撃
事
件
や
虐
待
・
い
じ
め
に
苦
し
む
子
ど

も
た
ち
に
つ
い
て
取
材
し
、「
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
た
ん
ぽ
ぽ
」「『
子
ど
も
の
た
め
に
』

と
い
う
前
に
」
な
ど
の
著
書
で
、
大
人
社

会
に
鋭
い
提
言
を
し
て
き
た
教
育
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
青
木
悦
さ
ん
の
講
演
会
。
子
ど

も
と
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
と
同
時
に
子

　
「
人
権
」
と
い
う
と
、
難
し
く
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
差
別
を
し
た
り

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
大
切
な
権
利
で
す
。

「
人
権
週
間
」
は
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
人
権
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
養
い
、
人
権
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
違
い
を
認
め
、お
互
い
の
苦
し
み
を
理
解
し
、そ
の
個
性
を
尊
重
し
合
う
こ
と
で
、問
題
の

多
く
は
、解
決
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
問
題
か
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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